
第呑ち章 証券

証券業のオンライン取引動向

ト インターネット証券取引いよいよ始まる１

米 国 の 状 況

豕国 で は 、 以 前 か ら 、 パ ソ コ ン通f,iや プ ッ シ ュ ホ ン をJ11い た

オ ン ラ イン､ill{券 取 引 が 盛 ん で あ っ た｡

し か し 、 な ん と い っ て も 、IジＴＲΛＩ}Ｅ社(hHlj:　w  w w.

etradc ヽ.ｃｏｍ/) が!)6年2 月 に 行９ たWall Str ｃｃｅ（lo ｕrmlll店へ の フ

ラ ッ ト レ ー ト 広 片 〔11.95 ド ル の 均 うｊ 汝抖 〕 が 衝 撃 的 で あ り 、

こ の 瞬 間 か ら 米 国 の イ ン タ ー ネッ ト 証 券 取 引 が 始 まっ た とｊ え

る

剔14 で は 、 Ｅ'TR Λ|)Ｅの 成 功 を 兒 て 、 多 数 の 証 券 会 社 が イン

ター ネ ッ ト 収 引 に 参 人 し て き て お り、 す で に30 社 を 超 え る 証 券

会社 が 実|祭 に イ ン ター ネ ット を通 じ た収 引 を行９ てい る 、人ｆ は 、

E'TR ΛI〕|{以 外 に 、Charles Sch ｗab 、DLJ Direct 、Λｍ(ヽ riTrade、

Fidelity、Quick and Reilv な ど で あ る。

Ｃyl)ｅr l)i汕 叩lc 社 の 調 介に よ れ ば 。 米国 で は す で に 簡0 万 人

が イ ン タ ー ネッ トll で 株 式 を 売 買 し て い る､｡.Forr ｅｓtｃr社 で は 、

そ の 人 数 は 、2()0 2年 に はI ル10 万 人 に 違 す る と 荊 則し て い る 、

年間 約7 億 ド ルの Ｆ 数 抖 が オ ン ラ イ ン 収 引 で 攴払 わ れ 、 こ れ は

米国 の デ ィ ス カ ウ ン ト 収 引 の 約30 ％ 、 全 体 の5 ％ を 占 め る に い

た っ て い る｡

E*TRADE 社の伸び

|･｡で 挙げ た:10杜 の人 部分は、 人r･の 証 券の 一部であっ たり、

ほかの 袰務を兼 袰してい るため 、オンラ イン収引 部門だけの実

絹を 兒るこ とは 難しい｡ その巾で1111　･Ｅ Ｔ゙ＩＭ ＤＩ翊：だけ は オン

ラ イン取引 引11」で、か つＮΛsI）ΛQ Iこ場 し ている ために 、その

袰絹 が公 衣さ れてい る（表1 ）、

表I　E*TRADE 社のアニュアルレポートおよび10Q  (四半期

報告書）からの主要指標

94/9　　95/9　　96/9　　97/9

純fl.

す(干 ド ル) 10,905

千 ド ル)　785

97/12

１

３か 月

51,595　142,737　51,100

-828　13,905　　6,565

口座数　　　　19,000　32,000　91,000 225,000 325,000

取引数/日　　　　869　　2,335　　6,148　16,382　24,606

従業員 人 ） 46 １１３ 327 499 na

E゛TI{Λ|}E杜は インター ネット取引 開始以|竒、急 速に 裘務を

拡 人してお り、 インター ネット を実際 の 叉務に 応XIに た 代衣的

成功 例となってい ることが わかるI，

日 本 の 状 況

さ て 、 囗 本 に お い て は ゲ ー ム 機 を 使９ だ 、「 フ ァ ミ コ ント レ

ー ド 」や 、特 定 の パ ソ コ ン 辿1,図）み で 使 え る 「 ホ ー ム ト レ ー ド」

と い う 形の オ ン ラ イ ン収 引 が 卻|々 と 運 営 さ れ て き た　 プ ロ バ イ

ダ ー を 問 わ な い 、 い わ ゆ る イ ン タ ー ネ ッ ト 取 引 は 、1997 年引 」

に 人 和､illE券 が 始 め た ミニ 株 の 収 引 が 最 初で あ る 、

そ の 後 、 徐 々 に 参 加 会 社 が 川 え 、 中 で も 松 圷 証 券(hltp:

ｗｗｗ.ｍａtｓｕi.ｃｏ.jp/） の シ ステ ム は 、f,卩lj収 引 や オ プ･シ ョ ンの

収 引 がII」’能 で あ り 、 さ ら に 、 今 まで は 証 券 会 社 で し か 兒 る こ と

表2　主要な参加会社とインターネット取引開始時期

大和証券 ミ ニ株の取引 を始 める 1997 年4 月

野村証券、大和證券、日興

證券、丸三証券、今川証券 、

豊証券、三澤屋証券など

インターネット受注 98年3 月

松井証券 98年5 月

岡三証券、新日本証券、和

光証券、岩井証券、第一証

券など

共同開発 システムを用

い たインタ ーネット取

引も始 まる予定

98年夏 頃

(予定)

がで きなか９ た(扣ＩＣＫ帖 報が ウェブ|･.で 見られる な ど、 本格

的 なシ ステ ムとなってい る｢98 年5J｣ に開始)、

国内 証券のオンライン 取引動向

1111内の オンラ イン収引 の動向 を 米国 と比較 してみ ると、注 意

すべ き点は、 貼|肩 釘||の タイ ミン グであ る、 耻国で は、75年 に

ビ ッ グバ ンがあ り90 年一頃から イン ター ネットが 発達し だ 、し た

がっ て、すで に 月gd=|･のデ ィ スカウ ンターが 多く存 在したうえ

に、 究極の スー パーデ ィスカ ウン ターとし てＥ゛TRΛ】)Ｅなどの

インター ネット取引 裘者が現 れた､I

･ゐ･、|| 本の場 介は 先に インター ネッlヽ がil‘r及し(94 年頃)、

後か ら規制綏41凵99 年) という川 序 にな９ た、 したがっ て、jl;|

内 の証 券会社の イン ター ネット 収引 の動 機に はｊ･R煩ある よう

だ 、1り は、｢ イン ター ネットが、 新し く将 来性 のある メデ ィア

だか ら、販売チ ャ ネルの|つ とし ての収 り込み] であ り、もう｜

つは 米国と同じ く　ｙＦ放料|'|山化 によ 叺　Ｆ 数料が ﾄ が゙っ た場

合の究 机のコ スト ダウ ンf 段 として の イン ター ネット受注｣ で

ある　 人 仁 準 人r･証 券の動機は 以こ前 行、中小 証 券は 卜｡に後

斡と 考え ら れる、 人F･は 、 Ｆ 数抖 を 人幅 にドげ た 場 合、 人件

賞・経 済研 究所 などの 多人 なコ ストを 吸収で きないの に対し 、

歙裘規模が はるか に小さい 中小証 券の場 介は、 月 次抖を 人帖に

ﾄ げ゙て もその結 米取引:､;:が 数倍に なれば 、Ｅ'ＴＲＡＤＥと同 様に

採算を収るこ とが| 一分11｣‘能だか らで あな

他の 袰辱では、 商社・流 通 聚・ ソフト 開発 会杜などが、 規制

綏1旧こより､illﾓ券 袰へ の新 脱参人が容 易に なっ たこの 機 会に、 オ

ンラ イン収引 を通じた 参人に 人きな興味を 示してい る。そ れは、

これらの 全 袰は、 新規参 人であ るた めに既 存の｢ 負 の資 産｣ が

なく、最 初から インター ネットを活 川した 低コ スト の川恕|妁な

シ ステムを細 める からであ る、

(絹江 治己・サ イバー スペー スジャ パン株式 会社代 扣 阯締 役、

ｈ Ｓ叭令CSj.Ｃ().jp)
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